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学 位 論 文 題 目 

Studies on the Control of Water Mold Infection 

in Fish Eggs Using Glutaraldehyde 

(グルタルアルデヒドを用いた魚卵におけるミズカビ病防除に関する研究) 

 

本研究は,水産養殖の種苗生産における阻害要因の一つであるミズカビ病に対し，グルタ

ルアルデヒド（GA）を用いた安全かつ実効性の高い新規防除法を提案したものである。サ

ケ科魚類の養殖ではミズカビ病による卵の大量死が深刻な問題となっているが，従来使用

されている化合物は発がん性等の懸念から使用が制限され，代替薬剤の確立が急務であっ

た。本論文は，非発がん性で広範な殺菌力を持つ GA に着目し，その防除効果と環境負荷を

低減する中和方法を検証した。 

まず始めに in vitro 試験において，主要な原因菌である Saprolegnia 属の 7株に対し,GA

が 10〜20℃の条件下で 53〜212 mg/L の濃度,30分以上の曝露により高い殺菌活性を示すこ

とを明らかにした。次に，ニジマスおよびサケ卵を用いた試験を行い，100 mg/L の濃度で

30 分間，週 2回または 2日おきに薬浴を行うことで，胚の生存に悪影響を与えず，既存薬

剤と同等以上の高い感染予防効果が得られることを証明した。さらに，薬剤使用後の環境

負荷低減を目指し，亜硫酸水素ナトリウムが GA を迅速かつ完全に無害化できる有効な中和

剤であることを示した。一方，卵膜の薄いアユ卵に対しては GA が強い毒性を示すことを明

らかにし，魚種に応じて適用の考慮が必要なことを指摘した。 

これらの成果は，水産養殖におけるミズカビ病防除という長年の課題に対し，化学的根

拠と実地試験に基づいた極めて実効性の高い解決策を提示したものと高く評価できる。よ

って，審査員一同は申請者が博士（水産科学）の学位を授与される資格のあるものと判定

した。 


